
鎌倉市議会基本条例を制定しました
～鎌倉市議会ってどんなところ？Vol.11～

　市民福祉の向上を図るため、議員が自由で活発な透明性の高い議論を進めて、より開かれた議会を目指すことが求められて
います。このため、議会及び議員の活動の充実と活性化を図ることを目的として、議会運営に必要な基本事項を定めた議会基
本条例を制定しました。議会における最高規範となります。

議会基本条例で何が変わるの？

※カッコ内の数字は、会議の開催回数。

平成18年 6月
～20年 5月

平成24年 9月
～25年 2月

平成21年10月
～24年 7月

議会基本条例の制定を視野に入れ、
今後検討を進めていくことを確認
自治基本問題調査特別委員会（29回）

条例の素案（案）を作成
議会基本条例の策定に関する調査特別委員会（9回）

条例制定に向け、具体的な検討を開始
条例の骨子を作成
議会運営委員会（44回）

パブリックコメントを実施
26年12月定例会に条例案を提出、可決、公布
議会基本条例の制定に関する調査特別委員会（16回）

基本条例の全文は、市議会ホームページ等でご覧いただけます。

議会
報告会 反問権 自由討議　議会情報の公開と市民参

画のため、毎年、議会報告
会を開催することとなります。平成26
年には、市内2カ所で議会報告会＆意見
聴取会を試行実施しました。
　開催の際には、議会だより等でお知
らせします。

　今まで行政側は原則とし
て議員からの質問に対し、

答弁することに限られていました。今
回、質問の内容や議員の考え方を問う
ために、行政側から議員へ質問（反問）
することができると規定されました。
質問の質が高まり、より活発で政策的
な議論が深まることが期待されます。

　これまで各委員会の審査
においては、議案に対する

質疑が中心であり、議員と行政側との
やりとりが主でしたが、今後、議員同
士で自由に議論できる場を設けること
ができるようになります。積極的に議
論を行い合意形成に努め結論を出す環
境となることが期待されます。

平成25年10月
～26年12月

議会基本条例が制定されるまでの経過

議会基本条例で新たに明記された主な内容

議会基本条例の主な内容

市長等と議会との
関係について

市民と議会との
関係について

政治倫理について

条例の検証および
見直しについて

議会の
機能強化について

議員定数および
議員報酬について

議会および
議員について

平成27年
1月１日  鎌倉市議会基本条例 施行

なぜ議会基本条例が必要なの？

開かれた議会をめざして
さらに

【今後の定例会開会予定日】　2月定例会：2月12日（木）

•今定例会では、17名の議員が一般質問を行いました。
•当初、会期を12月19日までとしましたが、一般質問及び総務常任委員会

の審査に時間を要したため、会期を12月24日まで延長しました。
•市長提出議案として、専決処分1件を承認、条例関係議案9件、補正予算

議案6件、その他議案4件を可決、人権擁護委員（新任及び再任）の人事
議案1件に同意しました。

•議員提出議案として、「鎌倉市議会基本条例の制定について」ほか条例
関係議案１件及び「手話言語法の制定を求める意見書の提出について」
を可決し、陳情6件を採択しました。

鎌倉市議会基本条例を可決、平成27年１月１日施行
平成26年12月定例会（12月3日～24日）

本会議（12/3～11）··· ························一般質問､議案上程､採決 （１～4面）
各常任委員会等（12/12～22）··········議案･陳情審査等 （3・4面）
本会議（12/19、24）····· ····················委員長報告､議案上程､採決 （3・4面）
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か ま く ら 議 会 だ よ り

鎌倉市議会からのお知らせ

提出の締め切り…提出はいつ
でも可能ですが、定例会初日
の前日までに提出された場合
はその定例会で審査し、それ
以降の提出の場合は次回定例
会での審査となります。

◇かまくら議会だより　音声版・点訳版のご案内
仕奉字十赤訳点市倉鎌と会仕奉音録・読朗倉鎌、は」りよだ会議らくまか「

団のご協力により、音声版（収録テープ・デイジー）と点訳版を作成してい
ます。ご希望の方は議会事務局議事調査担当までお問い合わせください。

◇請願・陳情の出し方
と度制るせさ映反に政行てし通を会議市、を望要・見意のんさ皆の民市

して請願と陳情があります。請願は１人以上の紹介議員の署名が必要で
すが、陳情は不要です。提出に当たっては、所定の様式があるため、事
前に議会事務局議事調査担当までお問い合わせください。

鎌倉市議会事務局
議事調査担当

災
害
対
策
に
つ
い
て

一般
質問 一般質問の全文は、２月中旬作成予定の本会議録を

図書館や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索シ
ステム」でご覧ください。

一般質問とは、市の事務や市が抱える課題等につい
て市長などにただすもので、
12月定例会では17名の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で、事項別に整理した一部の内
容を掲載しています。

髙橋　浩司 ……
吉岡　和江 ……
小野田康成 ……
竹田ゆかり ……

岡田　和則 ……

山田　直人 ……
中澤　克之 ……

渡邊昌一郎 ……
大石　和久 ……
保坂　令子 ……
上畠　寛弘 ……

納所　輝次 ……
西岡　幸子 ……
千　　　一 ……

三宅　真里 ……
渡辺　　隆 ……
松中　健治 …… 

「広域行政について」
「水害災害対策について」「くらし応援の市政をめざして」
「安心安全について」「郷土愛について」
「改正「地教行法」施行にあたって」「鎌倉市公有財産の有効活用について」
「教育環境条件整備」
「ふるさと寄附金制度の活用について」「津波・地震等災害対策における職員の市民救
援活動に係る食堂・休けい室・風呂等の整備状況について」
「健康まちづくりについて」「深沢地域のまちづくりについて」
「文化財行政等について」「子どもたちの環境等について」「防災等について」
「契約等について」「観光行政等について」「市長の政治姿勢等について」
「雇用対策について」「行政改革について」
「市長の政治姿勢」
「公共施設再編計画について」「ごみ処理施策について」「公文書管理について」
「ダイバーシティの適切な推進の在り方」「子育て世代勤労者の支援と権利保護」
「外郭団体等と市の適切な関係」「市長の政治姿勢等」
「新教育委員会制度について」
「認知症高齢者について」「民生委員について」
「どのような障害・病気・けがの方にも選挙権または被選挙権をもっと行使しやすくで
きるように」「危ない落下してくるような天井を布のようなもので安全対策を」
「江ノ電七里ヶ浜駅のバリアフリー化をなるべく早くできるように」
「歩行者にとってのスムーズな安全対策」
「市民満足度調査で一番の問題は鎌倉市内のバリアフリー化」
「民間救急について」「介護保険制度改定に向けて」「待機児童対策について」
「市長の政治方針について」「農業振興について」
「災害（地震、津波、台風）対策（ガケ地、浸水）対策」「土地利用（買取り、寄附等の）」
「鎌倉の歴史、郷土資料（調査、研究）」

　
本
市
に
お
け
る
災
害
対
策
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
水
害
問
題
】

質
問
…
近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ

り
集
中
豪
雨
等
が
発
生
し
て
い

る
が
、
平
成
16
年
の
台
風
22

号
、
平
成
26
年
の
台
風
18
号
の

雨
量
、
浸
水
及
び
被
害
状
況
を

伺
い
た
い
。

都
市
整
備
部
長
…
平
成
16
年
の
台

風
22
号
で
は
、
１
時
間
当
た
り

最
大
雨
量
78
・
５
㍉
㍍
を
記
録

し
た
。
平
成
26
年
の
台
風
18
号

で
は
、
１
時
間
当
た
り
最
大
雨

量
50
㍉
㍍
で
あ
っ
た
が
、
８
時

半
か
ら
の
10
分
間
で
は
12
㍉
㍍

降
っ
て
お
り
１
時
間
に
換
算
す

る
と
72
㍉
㍍
で
、
共
に
短
時
間

に
非
常
に
多
く
の
雨
が
降
っ
た
。

　
　

浸
水
・
被
害
状
況
は
、
平
成

16
年
は
佐
助
川
地
区
及
び
大
塚

川
・
新
川
地
区
な
ど
市
内
全
域

で
、
床
上
浸
水
６
０
３
戸
、
床

下
浸
水
２
２
９
戸
で
あ
っ
た
。

平
成
26
年
は
岡
本
・
植
木
川
地

区
及
び
小
袋
谷
川
・
梅
田
川
地

区
な
ど
で
、
床
上
浸
水
71
戸
、

床
下
浸
水
42
戸
で
あ
っ
た
。

質
問
…
平
成
16
年
度
以
降
行
っ
た

浸
水
対
策
の
内
容
や
成
果
を
教

え
て
ほ
し
い
。

同
部
長
…
平
成
20
年
度
に
下
水
道

総
合
浸
水
対
策
基
本
計
画
を
つ

く
り
、
重
点
地
区
と
し
て
、
佐

助
川
地
区
、
神
戸
川
・
二
又
川

地
区
、
大
塚
川
・
新
川
地
区
及

び
岡
本
・
植
木
川
地
区
を
選
定

し
、
浸
水
対
策
の
実
施
計
画
を

策
定
し
た
。

　
　

こ
の
実
施
計
画
を
も
と
に
平

成
23
年
に
大
塚
川
の
最
下
流
部

の
河
床
下
げ
を
実
施
し
、
流
下

能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。
ま
た
、

大
船
駅
周
辺
の
台
調
整
池
に
流

入
さ
せ
る
集
水
施
設
の
設
置
、

定
期
的
な
側
溝
の
清
掃
や
し
ゅ

ん
せ
つ
を
行
い
、
降
雨
時
の
集

水
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

質
問
…
雨
水
が
川
に
流
れ
込
む
こ

と
を
防
ぐ
対
策
と
し
て
、
市
民

が
設
置
す
る
雨
水
施
設
に
対
す

る
補
助
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

同
部
長
…
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
一

人
一
人
、
少
し
ず
つ
雨
水
を
貯

留
し
た
り
浸
透
施
設
を
つ
く
る

こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ

と
考
え
る
。
現
在
、
既
存
の
浄

化
槽
を
雨
水
貯
留
施
設
に
転
用

す
る
場
合
に
は
４
万
円
、
雨
ど

い
な
ど
の
雨
水
を
た
め
る
貯
留

槽
の
設
置
に
は
２
万
円
の
補
助

制
度
を
つ
く
っ
て
お
り
、
こ
の

ほ
か
に
、
新
た
な
補
助
制
度
も

検
討
し
て
い
る
。

【
市
役
所
の
防
災
対
策
】

質
問
…
市
役
所
本
庁
舎
等
の
津
波

対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

防
災
安
全
部
長
…
平
成
25
年
６
月

に
地
震
災
害
時
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
し
、
災
害

時
の
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
や

子
ど
も
関
連
施
設
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
耐
浪
化
、
耐
震
化
の
促

進
や
非
常
電
源
、
通
信
設
備
、

資
機
材
等
の
備
蓄
な
ど
を
進
め
、

災
害
時
に
お
い
て
も
必
要
な
機

能
の
維
持
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
　

な
お
、
災
害
対
策
本
部
室
に

つ
い
て
は
、
津
波
来
襲
時
に
は

笛
田
公
園
施
設
の
活
用
も
計
画

に
位
置
付
け
て
い
る
。

質
問
…
本
庁
舎
は
、
地
震
に
よ
る

倒
壊
の
危
険
性
が
低
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、
津
波
想
定
浸
水
範

囲
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
防
災
面

で
も
課
題
が
あ
る
。
市
役
所
の

在
り
方
と
し
て
、
建
て
替
え
、

移
転
等
、
市
長
と
し
て
ど
う
考

え
る
か
。

市
長
…
本
庁
舎
は
建
築
後
45
年
経

過
し
て
お
り
、
耐
震
改
修
等
修

繕
を
行
っ
て
い
る
が
、
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
。
今
後
、
老

朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
等
の
検

討
が
必
要
で
あ
り
、
津
波
想
定

浸
水
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
か
ら

防
災
面
で
の
対
応
も
含
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
考
慮
し
て
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

【
地
域
防
災
力
】

質
問
…
消
防
団
に
対
す
る
施
策
が

あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

消
防
長
…
消
防
団
は
地
域
防
災
力

の
中
核
と
し
て
将
来
に
わ
た
り

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
代
替

性
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。「
消
防
団
部
隊
の

行
動
に
関
す
る
基
準
」
の
一
部

改
正
や
安
全
管
理
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
環
境

面
等
の
充
実
を
考
え
た
い
。

新
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

　
本
市
に
お
け
る
新
教
育
委
員
会

制
度
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
、「
改

正
地
方
教
育
行
政
法
」）
が
平

成
27
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
改
正
の
概
要

は
何
か
。

教
育
部
長
…
新
た
な
教
育
長
を
市

長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

す
る
こ
と
、
総
合
教
育
会
議
を

置
く
こ
と
、
そ
の
会
議
に
お
い

て
総
合
的
な
施
策
の
大
綱
を
作

成
す
る
こ
と
、
教
育
長
の
事
務

執
行
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す
る
た

め
教
育
委
員
が
会
議
の
招
集
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。

質
問
…
今
回
の
改
正
で
教
育
行
政

の
責
任
体
制
は
明
確
化
さ
れ
る

の
か
。

同
部
長
…
教
育
委
員
長
と
教
育
長

が
一
本
化
さ
れ
て
新
教
育
長
が

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
教
育

行
政
の
責
任
者
が
新
教
育
長
と

明
確
に
な
る
。
ま
た
、
市
長
が

新
教
育
長
を
直
接
任
命
す
る
た

め
、
市
長
の
任
命
責
任
も
明
確

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
現
教
育
長
の
任
期
は
、

平
成
29
年
７
月
31
日
ま
で
で
あ

る
が
、
新
教
育
長
へ
の
移
行
時

期
は
現
在
調
整
中
で
あ
る
。

質
問
…
市
長
が
総
合
教
育
会
議
を

設
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
趣
旨
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
。

同
部
長
…
市
長
と
教
育
委
員
会
が

相
互
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
地

域
の
教
育
課
題
に
つ
い
て
、
民

意
を
反
映
し
た
教
育
行
政
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
設
置
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

質
問
…
総
合
教
育
会
議
で
策
定
さ

れ
る
教
育
に
関
す
る
総
合
的
な

施
策
の
大
綱
に
つ
い
て
、
市
長

が
定
め
る
こ
と
の
趣
旨
は
何
か
。

同
部
長
…
市
長
は
、
民
意
を
代
表

す
る
立
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

教
育
行
政
に
お
い
て
は
、
教
育

委
員
会
の
所
管
事
項
に
関
す
る

予
算
の
編
成
・
執
行
及
び
条
例

提
案
な
ど
、
重
要
な
権
限
を
有

し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
社
会
状
況
の
変
化
に

よ
り
、
教
育
行
政
は
福
祉
や
地

域
振
興
等
の
一
般
行
政
と
の
連

携
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
大

綱
は
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映

し
て
、
教
育
、
学
術
及
び
文
化

の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合

的
な
推
進
を
図
る
と
い
う
こ
と

で
、
市
長
が
策
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

質
問
…
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、

既
に
教
育
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て

い
る
が
、
大
綱
を
別
途
定
め
る

必
要
は
あ
る
の
か
。

同
部
長
…
本
市
で
は
、
か
ま
く
ら

教
育
プ
ラ
ン
と
、
鎌
倉
市
生
涯

学
習
プ
ラ
ン
の
二
つ
の
プ
ラ
ン

を
教
育
振
興
基
本
計
画
と
位
置

付
け
て
い
る
。
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
協
議
・
調
整
し
、
そ

の
計
画
を
も
っ
て
大
綱
に
か
え

る
と
い
う
判
断
を
し
た
場
合
に

は
、
大
綱
を
策
定
す
る
必
要
は

な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
プ
ラ
ン

に
は
な
い
分
野
も
含
ま
れ
て
く

る
こ
と
が
想
定
で
き
る
た
め
、

大
綱
を
策
定
し
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

質
問
…
改
正
地
方
教
育
行
政
法
の

施
行
に
よ
り
必
要
と
な
る
条
例

や
規
則
の
改
廃
等
の
作
業
日
程

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
現
在
改
正
が
必
要
と
な

る
条
例
等
を
精
査
し
て
お
り
、

ま
た
総
合
教
育
会
議
の
設
置
、

大
綱
作
成
の
た
め
の
所
管
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
関
係
部
局
と
調
整
を
進
め

て
お
り
、
早
い
段
階
で
方
針
を

決
め
て
い
き
た
い
。

質
問
…
改
正
地
方
教
育
行
政
法
の

施
行
に
あ
た
っ
て
市
長
の
決
意

を
聞
き
た
い
。

市
長
…
総
合
教
育
会
議
や
大
綱
の

策
定
を
通
じ
て
、
市
長
が
教
育

行
政
に
対
し
て
責
任
を
負
う
仕

組
み
が
整
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
法
の
趣
旨
に

沿
っ
た
行
政
運
営
を
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

用
語
の
解
説

※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

　

厚
生
労
働
省
が
、
認
知
症
施
策

推
進
５
カ
年
計
画
と
し
て
公
表
し

た
も
の
。

　

同
計
画
で
は
、
認
知
症
高
齢
者

が
可
能
な
限
り
在
宅
生
活
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
早
期
診
断
、
早
期

対
応
を
重
視
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
病
院
・
施
設
を
中
心
と
し
た

認
知
症
ケ
ア
施
策
を
、
在
宅
中
心

の
施
策
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
地
域
で
医
療
や
介
護
、
見

守
り
な
ど
の
日
常
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
包
括
的
に
提
供
す
る
体
制

づ
く
り
な
ど
、
具
体
的
な
方
策
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

本会議・委員会映像
公開中です！

鎌倉市議会では、本会議及
び各常任委員会等について
生中継を行っています。（録画
映像も見ることができます。）

鎌倉市議会ホームページは
こちら！

http://www.city.kamakura.
kanagawa.jp/gikai/

または、
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か ま く ら 議 会 だ よ り

公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

陳
情
の
議
決
結
果

可 決 し た 意 見 書
　議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体の公益に関するこ
とについて、意見書を国会または関係行政庁に提出することができます。今定
例会では次の意見書を可決し、鎌倉市議会として関係機関に送付しました。

手話言語法の制定を求める意見書
　手話は、言葉を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使って視覚的
に表現するものであり、聾者にとっては、大切な情報獲得とコミュニケーションの手
段として大切に受け継がれてきた。
　平成18年に国際連合総会で採択された、「障害者の権利に関する条約」第2
条に、「「言語」とは、音声言語及び手話その他の形態の非音声言語をいう。」
と定義されたことで、手話が言語として国際的に認知されるようになってきており、
我が国においても、平成23年8月に改正された「障害者基本法」の第3条に、「全
て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手
段についての選択の機会が確保される」と定義され、手話が言語に含まれること
が明記されている。
　よって国においては、手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に周知
するとともに、手話で学び、さらには手話を言語として普及、研究することのできる
環境整備を目的とした手話言語法を制定するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成26年12月19日	 鎌　　倉　　市　　議　　会

　
本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
策
定
中
の
公
共
施
設
再
編

計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状

況
を
聞
き
た
い
。

経
営
企
画
部
長
…
現
在
、
同
計
画

は
素
案
の
段
階
で
あ
り
、
平
成

26
年
９
月
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ	

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
出
さ

れ
た
意
見
を
踏
ま
え
整
理
す
る

と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関

係
者
等
と
の
協
議
に
よ
り
確
認

さ
れ
た
修
正
点
に
つ
い
て
反
映

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

今
後
、
公
共
施
設
再
編
計
画

策
定
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
、
27
年
３
月
に
行
政
計
画
と

し
て
策
定
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
修
正
内
容
は
、
こ
れ
ま
で

示
し
て
き
た
計
画
素
案
の
考
え

方
自
体
を
変
更
す
る
も
の
な
の

か
。

同
部
長
…
計
画
推
進
に
向
け
た
計

画
期
間
の
区
分
は
、
こ
れ
ま
で

の
短
期
、中・長
期
か
ら
短
期
、

中
期
、
長
期
へ
と
見
直
し
た
ほ

か
、
表
記
を
わ
か
り
や
す
い
も

の
に
修
正
す
る
も
の
で
、
素
案

で
示
し
た
基
本
的
な
方
向
性
や

考
え
方
を
変
更
す
る
も
の
で
は

な
い
。

質
問
…
他
市
の
再
編
計
画
で
は
、

短
期
計
画
の
部
分
を
よ
り
具
体

的
に
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
本
市
で
は
そ
の
点
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

同
部
長
…
再
編
計
画
自
体
は
、
公

共
施
設
の
効
率
的
・
効
果
的
な

管
理
と
持
続
可
能
な
運
営
の
た

め
に
中
・
長
期
的
な
視
点
を
提

示
す
る
も
の
で
あ
り
、
短
期
的

な
事
業
計
画
を
示
す
も
の
で
は

な
く
、
具
体
的
な
施
設
の
事
業

計
画
ま
で
は
確
定
し
て
い
な
い
。

　
　

今
後
、
各
施
設
の
改
修
・
更

新
に
際
し
て
は
、
再
編
計
画
に

沿
っ
て
進
め
て
い
く
が
、
具
体

的
な
事
業
計
画
と
し
て
は
、
実

施
計
画
に
登
載
す
る
な
ど
わ
か

り
や
す
く
示
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
…
再
編
計
画
の
中
で
は
、
行

政
財
産
を
普
通
財
産
に
し
て
売

却
対
象
と
す
る
こ
と
も
あ
り
得

る
と
思
う
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
考
え
方
で
対
象
と
な
る
施
設

を
選
定
し
て
い
く
の
か
。

同
部
長
…
計
画
で
は
、
施
設
の
複

合
化
等
に
よ
り
利
用
し
な
く
な	

っ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
将
来

的
な
公
的
活
用
の
可
能
性
、
定

期
借
地
や
売
却
に
よ
る
運
用
益

の
見
込
み
な
ど
を
勘
案
し
、
賃

貸
・
売
却
す
る
こ
と
で
、
必
要

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
経
費

の
原
資
と
し
て
充
当
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

市
長
…
保
有
資
産
の
有
効
活
用
は

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
優
先
し

て
進
め
て
い
く
べ
き
課
題
で
あ

る
。経
営
的
な
視
点
を
持
っ
て
、

資
産
の
有
効
活
用
や
歳
入
確
保

に
努
め
、
持
続
可
能
な
経
営
基

盤
確
立
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

所
定
の
手
続
き
を
踏
ま
え
、
売

却
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
る
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
本
市
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
健
康
福
祉
部
は
包
括
予
算

制
度
に
移
行
し
て
３
年
目
と
な

る
。
平
成
25
年
度
決
算
審
査
を

受
け
、
27
年
度
の
予
算
編
成

は
、
ど
う
い
っ
た
施
策
を
考
え

て
い
る
か
、
特
徴
的
な
も
の
聞

き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
…
医
療
・
介
護
保

険
給
付
費
の
抑
制
と
い
う
の
が

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
健
康
寿
命
の
延
伸
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
幸
せ
に

な
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
一

人
一
人
の
生
活
の
質
の
向
上
と

い
う
観
点
か
ら
も
非
常
に
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
疾

病
の
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療

の
た
め
、
健
康
診
査
、
健
康
教

育
、
健
康
相
談
等
の
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
健
康
に
関
す
る
課
題

の
整
理
と
い
う
観
点
も
踏
ま
え
、

平
成
27
年
度
末
を
目
途
に
市
民

の
健
康
づ
く
り
の
指
針
及
び
行

動
計
画
と
な
る
鎌
倉
市
健
康
増

進
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
過
程
の
中
で
健
康
寿

命
延
伸
に
向
け
た
特
徴
的
施
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問
…
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た

今
、
高
齢
化
の
加
速
と
と
も

に
、
認
知
症
が
増
加
し
て
い

る
。そ
こ
で
、国
に
お
い
て
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
オ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
（
※
）
を
提
唱
し
て
い
る

が
、
本
市
に
お
け
る
取
り
組
み

を
教
え
て
ほ
し
い
。

同
部
長
…
本
市
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
日
常
生
活
や
家
族
支
援

の
強
化
と
い
う
視
点
に
重
点
を

置
き
、
市
内
各
所
で
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
29
年
度
の
３
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
第
６
期
鎌
倉
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
盛
り

込
ん
で
い
け
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。

質
問
…
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の

重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
認
知

症
施
策
の
推
進
と
い
う
こ
と
が

書
か
れ
て
お
り
、
大
変
大
事
な

施
策
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
医
師
会
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
る
と
聞
く

が
、
本
市
に
お
け
る
認
知
症
の

診
断
・
相
談
が
で
き
る
医
療
機

関
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
高
齢
者
が
日
頃
か
か
っ

て
い
る
医
師
が
、
通
常
の
診
療

の
場
面
で
認
知
症
に
気
づ
き
、

専
門
医
や
専
門
的
治
療
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
県
で
は
「
か

か
り
つ
け
医
認
知
症
対
応
力
向

上
研
修
」
を
実
施
し
て
お
り
、

研
修
を
受
講
し
た
医
療
機
関
は

市
内
に
約
30
カ
所
あ
る
。

　
　

ま
た
、
鎌
倉
市
医
師
会
と
逗

葉
医
師
会
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
検
討
す
る
鎌
倉
逗
葉
認
知
症

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
て
お

り
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、「
認
知
症
か
か
り
つ
け
医

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
広
く
活

用
・
啓
発
し
て
い
る
。

質
問
…
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
要

支
援
１
、
２
の
認
定
者
に
対
す

る
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
が
介

護
予
防
給
付
の
対
象
か
ら
外
さ

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
支
援
を
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
と
し
て
地
域
支
援
事
業
に

組
み
込
む
と
い
う
自
治
体
も
出

て
き
て
い
る
中
、
本
市
に
お
け

る
、
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

同
部
長
…
要
支
援
１
、
２
の
認
定

者
に
対
す
る
訪
問
介
護
、
通
所

介
護
は
、
平
成
29
年
４
月
に
は

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
に
一
部
移
行
さ

れ
る
。
本
市
に
お
け
る
移
行
後

の
地
域
支
援
事
業
は
、
介
護
予

防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
等
に
係
る
包
括
的
支
援
事
業

及
び
紙
お
む
つ
支
給
な
ど
そ
の

他
任
意
事
業
の
３
つ
の
事
業
を

柱
と
し
た
枠
組
み
に
な
る
予
定

で
あ
る
。

質
問
…
平
成
27
年
度
は
、
健
康
増

進
計
画
の
策
定
、
そ
し
て
、
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
が

ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
健
康
の

ま
ち
づ
く
り
元
年
と
し
て
重
要

な
年
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
両
計
画
に
お
け
る
主

要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

同
部
長
…
両
計
画
と
も
に
、
健
康

と
い
う
テ
ー
マ
は
主
要
な
軸
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
県
は
、
神

奈
川
健
康
プ
ラ
ン
21
を
掲
げ
、

健
康
寿
命
日
本
一
の
県
を
目
指

し
て
お
り
、
こ
れ
に
向
け
本
市

で
も
市
民
の
健
康
の
保
持
と
増

進
、
ま
た
、
健
康
寿
命
を
延
ば

し
て
い
く
こ
と
が
、
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
ず
に
医
療
・
介
護

の
経
費
抑
制
の
た
め
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
、
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者

の
社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ
く

り
に
関
す
る
施
策
の
充
実
に
つ

い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
定
例
会
で
は
、
新
た
に
22
件

の
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
６
件
を
採

択
、
２
件
を
不
採
択
、
７
件
を
継

続
審
査
と
し
、
７
件
を
全
議
員
に

配
付
し
ま
し
た
。

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇
北
鎌
倉
駅
裏
ト
ン
ネ
ル
安
全
対

策
の
早
期
実
現
を
求
め
る
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

北
鎌
倉
駅
ホ
ー
ム
に
隣
接
す
る

素
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
は
劣
化
が
進

み
崩
落
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
生

活
道
路
、
通
学
・
通
園
道
路
と
し

て
の
安
全
性
確
保
を
早
期
に
実
現

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い

て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言

語
で
あ
る
こ
と
を
国
民
に
広
め
る

な
ど
、
手
話
の
普
及
と
研
究
に
つ

い
て
の
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た

法
律
を
制
定
す
る
よ
う
国
へ
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
も
の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇
高
齢
者
入
浴
助
成
券
事
業
及
び

デ
イ
銭
湯
事
業
の
存
続
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

高
齢
者
の
衛
生
と
心
身
等
の
健

康
維
持
、
ひ
い
て
は
介
護
予
防
や

医
療
費
削
減
の
た
め
に
も
こ
れ
ら

の
事
業
の
存
続
を
求
め
る
も
の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇
都
市
計
画
深
沢
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
お
よ
び
地
区
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

本
市
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

深
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民

の
意
見
や
要
望
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、計
画
の
早
急
な
見
直
し

と
早
期
の
実
現
を
図
る
た
め
の
新

た
な
体
制
づ
く
り
を
求
め
る
も
の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇
鎌
倉
ネ
ッ
ト
存
続
に
つ
い
て
の

陳
情

陳
情
の
要
旨

　
Ｊ
Ｃ
Ｎ
鎌
倉
が
ジ
ェ
イ
コ
ム
に

吸
収
さ
れ
た
こ
と
で
、
鎌
倉
ネ
ッ

ト
と
い
う
ド
メ
イ
ン
が
廃
止
さ
れ

る
計
画
が
あ
り
、
利
用
者
は
多
大

な
損
害
を
被
る
た
め
、
従
来
か
ら

の
ド
メ
イ
ン
を
引
き
続
き
使
用
で

き
る
よ
う
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
に
対

し
、
出
資
者
で
あ
る
市
が
影
響
力

を
行
使
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

利
用
料
徴
収
及
び
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
利
用
料
減
免
取
り
消
し

（
有
料
化
）
等
に
つ
い
て
の
陳

情
陳
情
の
要
旨

　

鎌
倉
市
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
が
高
齢
者

に
弁
当
を
作
り
届
け
る
サ
ー
ビ
ス

は
、
市
施
設
を
定
期
的
に
無
料
で

借
用
す
る
こ
と
に
よ
り
行
っ
て
き

た
が
、
こ
の
た
び
市
が
打
ち
出
し

た
使
用
料
の
減
免
措
置
廃
止
と
優

先
利
用
の
取
消
方
針
で
活
動
の
継

続
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市

の
サ
ポ
ー
ト
の
継
続
を
求
め
る
も

の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
は
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
本
会
議
は
多
数
の
賛
成
に
よ

り
採
択
し
ま
し
た
。

【
不
採
択
と
し
た
陳
情
】

　

次
の
２
件
に
つ
い
て
は
と
も

に
、
少
数
の
賛
成
に
よ
り
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

◇
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の

実
現
と
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員

の
た
め
に
国
に
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情

◇
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
図

る
た
め
に
、
国
に
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

（3）　　第 2 2 8号 平成27年2月1日
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平成27年２月1日 か ま く ら 議 会 だ よ り

会　派　名

鎌
　
　
倉
　
　
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

み
ん
な
の
鎌
倉

公
　

明
　

党

鎌
倉
市
議
会

議
　

員
　

団

鎌
倉
み
ら
い

自

由

民

主

至
誠
倶
楽
部

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議
　

員
　

団

神
　

奈
　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

無

所

属

議　員　名
◎
髙
橋
　
浩
司

　
日
向
　
慎
吾

　
永
田
　
磨
梨
奈

　
小
野
田
　
康
成

◎
渡
辺
　
隆

　
河
村
　
琢
磨

　
中
村
　
聡
一
郎

　
久
坂
　
く
に
え

◎
大
石
　
和
久

　
西
岡
　
幸
子

　
納
所
　
輝
次

◎
山
田
　
直
人

　
池
田
　
実

　
前
川
　
綾
子

◎
上
畠
　
寛
弘

　
長
嶋
　
竜
弘

　
渡
邊
　
昌
一
郎

◎
吉
岡
　
和
江

　
赤
松
　
正
博

◎
三
宅
　
真
里

　
保
坂
　
令
子

　
千
　
　一

　
竹
田
　
ゆ
か
り

　
岡
田
　
和
則

　
中
澤
　
克
之

　
松
中
　
健
治主 な 議 案 等 議決

結果

条
例

第64号 鎌倉市債権管理条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第66号 鎌倉市建築基準条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第68号 鎌倉市市税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第71号 鎌倉市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正

予
算 第73号 平成26年度鎌倉市一般会計補正予算（第5号）

（分庁舎及び旧教育センター解体工事に係る経費の追加等） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○
そ
の
他

第62号 指定管理者の指定について（川喜多映画記念館） 可決 － － － － ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － ○ ○
議
会

議
案 第7号 鎌倉市議会基本条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ 退 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ －

陳
情

第30号 北鎌倉駅裏トンネル安全対策の早期実現を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 － － 退 退 ○ － － ○ ○

第41号 高齢者入浴助成券事業及びデイ銭湯事業の存続を求めることにつ
いての陳情 採択 － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 － 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

第43号 都市計画深沢地区土地区画整理事業および地区計画の見直しにつ
いての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ － － － － － － 退 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

※平成26年12月8日付で「草莽の会」が、12月9日付で「自由民主党鎌倉」がそれぞれ解散し、12月9日付で上畠寛弘議員、長嶋竜弘議員、渡邊昌一郎議員が「自由民主至誠倶楽部」を結成。
　岡田和則議員、中澤克之議員は無所属となりました。
※平成26年12月26日付で、「自由民主至誠倶楽部」が「新・草莽の会」に名称変更し、無所属の岡田和則議員が入会、上畠寛弘議員が退会し、代表者は岡田和則議員となりました。
　上畠寛弘議員は無所属となりました。（上記の表は、平成26年12月24日時点の会派構成となっています）

議決された主な議案等 ※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。 ○：賛成　－：反対　退：退席　欠：欠席

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する2人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中村聡一郎議員は議長のため、採決には参加
していません。

　
今
定
例
会
で
は
、
議
会
か
ら
３

件
、
市
長
か
ら
21
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
の
内

容
及
び
議
会
に
お
け
る
議
決
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
関
係
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
倉
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

現
在
、
総
務
部
納
税
課
債
権
回

収
担
当
が
市
税
及
び
国
民
健
康
保

険
料
の
一
部
徴
収
に
つ
い
て
、
滞

納
処
分
を
前
提
と
し
た
徴
収
業
務

を
行
っ
て
い
る
が
、
平
成
27
年
度

か
ら
、
債
権
回
収
部
署
へ
の
一
部

業
務
移
管
の
範
囲
を
、
市
の
債
権

全
体
に
順
次
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
の
債
権
管
理
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
建
築
基
準
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

地
域
特
性
に
応
じ
た
良
好
な
建

築
計
画
を
誘
導
す
る
た
め
、
災
害

危
険
区
域
の
指
定
及
び
建
築
物
等

の
制
限
そ
の
他
法
の
施
行
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
引
き

上
げ
及
び
軽
自
動
車
税
を
重
課
す

る
税
率
の
特
例
に
関
す
る
規
定
等

の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
引
き

上
げ
は
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
、
軽
自
動
車
税
を
重
課
す
る
税

率
の
特
例
は
平
成
28
年
４
月
１
日

編
集
後
記

編
集
後
記

　

鎌
倉
市
議
会
で
は
昨
年
12
月

に
、
議
会
基
本
条
例
が
決
ま
り
ま

し
た
。
議
会
は
地
方
自
治
法
に
基

づ
き
、
市
長
の
提
案
し
た
議
案
等

を
論
議
・
議
決
し
、
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
果
た
す
と
と
も
に
、
条
例
提

案
を
行
う
な
ど
、
議
会
と
し
て
地

方
自
治
の
第
一
の
仕
事
で
あ
る

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
」
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
活
発
な
論
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
議
会
で
の
論
議
等
お
知
ら

せ
す
る
議
会
広
報
に
つ
い
て
、
ど

う
し
た
ら
、
議
会
で
の
議
論
を
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
の

か
、
今
後
と
も
、
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
意
見

や
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　

（
吉
岡
和
江
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
保
坂
　
令
子

　
副
委
員
長
　
河
村
　
琢
磨

　
委
　
　
員
　
西
岡
　
幸
子

　
委
　
　
員
　
池
田
　
　
実

　
委
　
　
員
　
渡
邊
昌
一
郎

　
委
　
　
員
　
小
野
田
康
成

　
委
　
　
員
　
吉
岡
　
和
江

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

総
務
省
消
防
庁
が
作
成
す
る
火

災
予
防
条
例
（
例
）
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
大
規
模
な
催
し
の
う
ち

消
防
長
が
指
定
し
た
催
し
を
主
催

す
る
者
に
対
し
、
防
火
担
当
者
の

選
任
及
び
火
災
予
防
上
必
要
な
業

務
計
画
の
提
出
を
義
務
付
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館
条

例
に
定
め
る
鎌
倉
市
川
喜
多
映
画

記
念
館
の
指
定
管
理
者
を
、
川
喜

多
・
Ｋ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
（
共
同
事

業
体
代
表
者
、
公
益
財
団
法
人
川

喜
多
記
念
映
画
文
化
財
団
）
に
指

定
す
る
も
の
で
、
期
間
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月

31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

　

市
役
所
分
庁
舎
及
び
旧
教
育
セ

ン
タ
ー
解
体
工
事
に
係
る
経
費
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
係
る
経

費
、（
仮
称
）
う
ち
ゅ
う
保
育
園

整
備
に
係
る
補
助
金
、
腰
越
子
ど

も
会
館
・
子
ど
も
の
家
前
面
道
路

後
退
工
事
に
係
る
経
費
、
鎌
倉
体

育
館
耐
震
改
修
等
工
事
に
係
る
経

費
な
ど
の
追
加
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
１
億

８
４
３
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
は
６
０
３
億
３
０
３
０

万
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◇�

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

平
成
27
年
５
月
か
ら
稼
働
を
予

定
し
て
い
る
新
住
民
記
録
シ
ス
テ

ム
と
、
各
事
業
の
関
連
シ
ス
テ
ム

と
の
デ
ー
タ
連
携
に
関
し
て
再
構

築
を
行
う
た
め
、
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
事
業
費
に
係
る
債
務
負
担
行

為
の
設
定
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
議
会
で
は
、
い
ず
れ
も
総
員
の

賛
成
に
よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

◇�

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

七
里
ガ
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
及
び

山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理

に
係
る
経
費
の
追
加
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に

２
３
５
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
は
、
69
億
１
３
７
０
万

円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
総
員

の
賛
成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

平
本
恭
子
氏
（
由
比
ガ
浜
在
住
）

　

山
田
隆
二
氏
（
笛
田
在
住
）

　

入
野
裕
江
氏
（
笛
田
在
住
）

　

冨
樫　

清
氏
（
津
在
住
）

　

眞
壁
成
子
氏
（
材
木
座
在
住
）

　

曽
根
民
子
氏
（
笛
田
在
住
）

　

渋
沢
直
美
氏
（
二
階
堂
在
住
）

　

金
子　

彰
氏
（
植
木
在
住
）

全
員
協
議
会

「
岡
本
二
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画

跡
地
の
対
応
に
つ
い
て
」

　
岡
本
二
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画

跡
地
の
対
応
に
つ
い
て
、
10
月
７

日
に
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催

し
、
市
長
か
ら
報
告
を
受
け
、
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
市
は
、
平
成
24
年
11
月
の
土

地
所
有
者
か
ら
の
提
案
を
受
け
と

め
、
問
題
解
決
へ
の
糸
口
と
す
る

た
め
、
公
園
等
の
公
共
的
な
土
地

利
用
を
目
的
と
し
た
当
該
地
の
公

有
地
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
土

地
所
有
者
と
の
協
議
を
約
１
年
10

カ
月
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

今
回
、
土
地
所
有
者
と
本
市
と
の

間
で
、
そ
の
後
の
公
共
的
土
地
利

用
に
関
し
、
制
約
を
設
け
な
い

で
、
市
が
当
該
地
の
寄
附
を
受
け

る
と
い
う
方
向
性
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
市
と
し
て
こ

の
土
地
の
寄
附
を
受
け
る
こ
と
と

し
た
。

　

市
長
と
し
て
も
、
当
該
地
を
市

民
・
地
域
の
た
め
に
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
積
年

の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
大
き
く

前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、

総
合
的
に
判
断
し
て
こ
の
寄
附
を

受
け
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
公
共
的
土
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
建
物
等
を
目
的
と
し

た
利
用
は
考
え
な
い
こ
と
を
市
の

方
針
の
一
つ
と
し
て
き
た
が
、
土

地
所
有
者
か
ら
、
こ
の
土
地
を
地

域
に
貢
献
で
き
る
形
で
住
民
の
た

め
に
役
立
て
、
少
子
高
齢
化
対
策

な
ど
地
域
課
題
の
解
決
に
活
用
し

て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
寄
附
受
納
後
、
隣

接
す
る
市
有
地
を
含
め
、
一
体
的

な
施
設
用
地
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
土
地
所
有
者
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

は
こ
の
方
向
に
沿
っ
た
形
を
含

め
、
住
民
の
方
と
と
も
に
土
地
の

有
効
利
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
再
考
す

る
こ
と
と
し
た
。

第 2 2 8号　　（4）


